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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

［公用語］フランス語
［首　都］ヤムスクロ
［面　積］322,436㎢（67位）
［人　口］25,716,500人（53位）
［GDP（PPP）］340億ドル（92位） 
［通　貨］CFAフラン（XOF）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価
　説（PPP）により算出した数値です

コートジボワール共和国

私の国はこんなところ

　コートジボワールは象牙でよく知られています
が、実際にはカカオ豆の方が有名で、世界でも有
数の生産国です。西アフリカに住む民族のほとん
どが見られ、料理も非常に多様化しています。 

中でも、伝統料理の「アチェケ」「フトゥ」「ビエコセウ」は本当にお勧めで
す。一度食べたら忘れられないでしょう！
　お勧めの観光地は、豪華なビーチリゾート、４つの大河、壮大な滝のある
西のモンタージュ、タイ国立公園の原生林、世界最大のヤムスクロの大聖堂
などです。毎年、これらを訪れる多くの観光客を魅了しています。

南魚沼市に住んで感じたこと

　私はテレビ番組から、日本の美食についての考え方（味わう前に感謝する
心）を知りました。南魚沼では、本格的な日本料理を味わうことができます。 
私はいつも魚料理を注文して、食事の時間を楽しんでいます。調理方法に違
いはありますが、子どものころの家庭料理を思い出すことができるからです。 
　また、新幹線・橋・かんがい施設の整った田んぼなど、基盤技術の素晴ら
しさを感じることができます。これは私にとってとても印象的です！

コ
ロ
ナ
禍
で
想
う
こ
と

　
７
月
４
日
か
ら
２
億
円
分
、
プ
レ
ミ
ア

ム
率
１
０
０
％
（
例
：
１
万
円
で
２
万
円

使
え
る
）
の
「
飲
食
・
宿
泊
券
」
を
、
市

民
を
対
象
に
発
売
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
著
し
い
業
種
で
の
利

用
に
限
定
し
、
市
民
の
力
で
市
内
経
済
の

早
期
回
復
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
長
ら
く

活
動
を
自
粛
し
て
き
た
市
民
に
と
っ
て
は
、

会
合
の
再
開
や
飲
食
店
な
ど
を
利
用
す
る

こ
と
に
、
ま
だ
抵
抗
感
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ろ
そ
ろ
「
街
に
出

よ
う
！
」。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
飲
食
・
宿

泊
券
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。
臨
時
議
会
で
発
行
を
決
め
た
６
月

19
日
、「
活
動
再
開
を
宣
言
す
る
会
」
と

称
し
、
経
済
団
体
・
県
地
域
振
興
局
・
市

議
会
・
記
者
会
の
み
な
さ
ん
と
街
に
繰
り

出
し
ま
し
た
。
私
た
ち
自
ら
が
飲
食
店
の

積
極
的
な
利
用
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

狙
い
で
す
。
新
型
感
染
症
と
の
長
い
戦
い

や
感
染
の
波
が
繰
り
返
さ
れ
る
不
安
も
。

し
か
し
、
経
済
活
動
と
感
染
拡
大
防
止
を

両
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
警
戒
し

つ
つ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
取
り
入
れ
て
、
勇
気
を
持
っ
て
日

常
を
緩
や
か
に
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
大
い
な
る
災

い
で
す
が
、
一
方
で
人
び
と
の
生
活
や
意

識
、
世
の
中
の
流
れ
を
変
え
る
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
旅
館

の
開
業
や
再
生
を
手
掛
け
、
市
内
で
旅
館

「
里
山
十
帖
」
を
営
む
、
雑
誌
「
自
遊
人
」

編
集
長
の
岩
佐
十と

お
る良

氏
が
新
聞
社
と
の
対

談
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
る
こ
と
の
中

に
、
強
く
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

外
出
を
自
粛
す
る
中
で
、
東
京
に
い
な
く

て
も
仕
事
は
で
き
る
と
気
付
き
、
首
都
圏

か
ら
地
方
圏
に
移
住
を
考
え
る
人
た
ち
は

増
え
て
い
く
。
そ
こ
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
な
ど

の
取
り
組
み
は
、
地
方
創
生
の
鍵
に
も
な

り
得
る
だ
ろ
う
。「
首
都
圏
一
極
集
中
」

へ
の
疑
問
符
。
ま
た
当
市
出
身
で
日
本
を

代
表
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
フ
ラ
ー
株
式
会
社
の

若
手
社
長
、
渋し

ぶ

谷や

修
太
氏
の
首
都
圏
か
ら

新
潟
へ
の
移
住
宣
言
も
話
題
に
。
世
界
的

規
模
で
価
値
観
の
変
化
が
起
き
る
気
配
も

あ
る
。
利
潤
を
最
大
化
す
る
こ
と
だ
け
を

念
頭
に
や
っ
て
き
た
経
済
至
上
主
義
か
ら
、

金
銭
で
は
量
れ
な
い
、
身
近
に
あ
る
幸
せ
、

家
族
や
地
域
、
安
全
・
安
心
な
ど
の
価
値

が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
さ
に
南
魚

沼
の
出
番
で
は
？
こ
の
変
化
に
地
域
を
重

ね
た
い
。
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